
 

 

「緑確保の総合的な方針」の改定について 

１ 背景 

 東京都と区市町村は、平成２２年５月に「緑確保の総合的な方針」を策定し、特に減少傾向に

ある民有地の既存の緑の計画的な保全に取り組んできた。これまで、確保地※として公表した約

４３９ヘクタールのうち、約７２％に当たる約３１５ヘクタールが確保され、確保候補地を含め

４１９ヘクタールが確保された。 

平成３１年２月の東京都都市計画審議会で、「都市づくりのグランドデザイン」を踏まえた土地

利用の在り方として、将来の人口減少を見据えた都市の創造を図る土地利用へ転換すべきとして、

緑については、丘陵地、河川・崖線などの自然地形や公園・緑地などと一体となったみどりの充

実及び都内全域での緑の量と質の向上を推進することが必要とされた。 

また、特に農地は、付加価値の高い農業生産の場として活用されることに加え、環境や防災の

機能を持った貴重な緑の空間であり、将来にわたり保全・活用していくことが極めて重要とされ

た。そこで、このような視点を踏まえ、まちづくりの取組の方向性を明らかにし、計画的に東京

の緑を確保していくことを目的とし、令和２年１月に「緑確保の総合的な方針」改定案を作成し

都民意見の募集を行い、この度、「緑確保の総合的な方針」を改定した。 

※確保地：今後１０年間に緑の確保を目指す対象地 

 

２ 経過 

平成２２年５月     「緑確保の総合的な方針」策定 

２８年３月     「緑確保の総合的な方針」改定（確保地を追加） 

  ３０年１２月     都区市町村合同検討委員会にて改定の検討を開始 

  ３１年２月       東京都都市計画審議会答申 

（東京における土地利用に関する基本方針について） 

令和２年１月      「緑確保の総合的な方針」改定案作成 

    ２月１３日～３月１９日 パブリックコメント 

     ７月１４日  都区市町村による「緑確保の総合的な方針」改定 

 

３ パブリックコメントの実施結果 

（１）募集期間 令和２年２月１３日から３月１９日まで（３６日間） 

（２）意見総数 ４３件（個人４３件、法人０件） 

（３）パブリックコメントの概要と都区市町村の考え方（別紙１） 

 

 

都 市 環 境 委 員 会 資 料 

令 和 ２ 年 ８ 月 ４ 日 

都市整備部みどり土木政策課 



４ 「緑確保の総合的な方針」改定案からの主な修正箇所 

（１）「緑確保の総合的な方針（改定）」本文・資料 

・Ｐ２２ １３行目『〇地の緑』を『〇地のみどり』に修正 

・Ｐ８０ ２行目囲み『確保地は…以下のいずれかの水準に位置付けるものです』を『確保地

は…以下のいずれかの水準により確保するものです』に修正 

・Ｐ１０５ 改定に至る経緯表最下段 

『令和２年度第１回委員会・幹事会』を『令和２年度第１回委員会』に修正 

議題を更新 

（２）既存の緑を守る方針図 

・図郭０５屋敷林－１０ 練馬区水準１確保地の形状（記載ミス）を修正 

（３）「緑確保の総合的な方針（改定）」概要版 

・１枚目左下登録番号記載 

・２枚目左上囲み 改定について 

３行目『これまでに確保地約３１５ha、確保候補地を含め約４１９ha を確保…』面積の前に

『約』を挿入 

改定のポイントの内容を、パブコメの時の概要資料に記載した表現に修正 

・２枚目右上 確保地と確保候補地の考え方 

２行目 確保候補地『…水準１から水準３に上げていく対象地』を『…水準 1 から水準３に

上げていく考えのあるもの』に修正 

 

５ 「緑確保の総合的な方針」改定 

  別紙２（概要版）、別紙３（本編）のとおり 

 

６ 今後の予定 

令和２年８月６日  都市計画審議会情報提供 

 

    

以  上 














